
※研修受講単位の交付には薬剤師名簿登録番号が必要です。研修会の事前参加申込みをお願いします。

※すでに申込が締め切られている場合がありますので主催者にご確認の上お申込みください。

※集合研修や学術大会にご参加の際はPECSで発行した個人のQRコードをご持参ください。

開催月日･時間  研修会名 研修内容（テーマ等） 　　　JPALSコード 場所 実施主体：連絡先

R7.4.9（水）
19:30～21:00

菊池地区研修会 「認知症診療の最新の知見～精神症状への対応～」
医療法人信岡会　菊池中央病院　副院長　曽山　直宏

43-2025-0008-101

Web視聴 菊池：フラワー薬局(宮本）
0968-23-1330

集
（1単位）

R7.4.16（水）
17:00～18:30

天草郡市薬剤師会
三水会研修会

「大腿骨近位部骨折患者におけるロモソズマブ注射の対側二次骨折予防効果の検
討」
天草地域医療センター　草積　里恵子
「AS活動がAccess抗菌薬の使用比率に与える影響と評価」
JCHO天草中央総合病院　道野　南風
「電子処方箋発行に関して」
JCHO天草中央総合病院　藤井　裕史

APA会館 天草：草積 集
（1単位）

R7.4.22（火）
19:30～21:10

第110回薬剤師のた
めのスキルアップ講
座

「薬剤師だからこそ踏み出したい！褥瘡ファーストステップ 〜在宅褥瘡管理の基礎
講座〜」
独立行政法人 地域医療機能推進機構(JCHO)熊本総合病院 薬剤部 主任薬剤師
大岡　建太郎

※要事前申込み
参加費：2,000円（市薬会員は無料）

43-2025-0001-101

Web視聴 （一社）熊本市薬剤師会
096-362-7630

集
（1単位）

R7.4.23（水）
19:15～20:45

八代薬剤師会学術
講演会

「セルフメディケーション時代における薬剤師の新たな使命
～セルフケアから始める健康づくり～」
富田薬品（株）　学術情報グループ　グループ長　池川　登紀子

桜十字ホールやつし
ろ大会議室

(一社)八代薬剤師会
0965-62-8601

集
（1単位）

R7.4.26（土）
17:00～18:40

かかりつけ薬剤師に
関する研修会

講演(1):「アルコール依存症とSBIRTS（エスバーツ）の考え方」
医療法人健生会 明生病院 診療部長　川内　伸哉
講演(2):「アルコール依存症の回復支援〜セルフヘルプグループ等との
連携〜」
医療法人健生会　明生病院　精神保健福祉士　西里　雄史

※要事前申込み
参加費：3,000円（県薬会員は無料）

43-2025-0003-101

熊本県薬剤師会館
及びWeb視聴

県薬：事務局(岩田）
096-370-5800

集
（1単位）

R7.5.10（土）
17:00～19:00

公衆衛生・学校薬剤
師研修会

「オーバードーズ等患者へのセンターにおける相談対応事例等（仮）」
熊本県精神保健福祉センター　ご担当者

※要事前申込み
参加費：3,000円（県薬会員は無料）

43-2025-0004-101

熊本県薬剤師会館
及びWeb視聴

県薬：事務局(白石）
096-370-5800

集
（1単位）

R7.5.14（水）
19:30～21:10

第111回　薬剤師の
ためのスキルアップ
講座

「高齢者の睡眠障害〜睡眠のメカニズムと薬剤の役割〜」
特定医療法人佐藤会　弓削病院　診療部長　 鍋島　賢大

※要事前申込み
参加費：2,000円（市薬会員は無料）

43-2025-0002-101

Web視聴 （一社）熊本市薬剤師会
096-362-7630

集
（1単位）

R7.5.25（日）
10:00～12:00

令和７年度 災害支
援薬剤師育成研修
会

「我が国の災害医療提供体制について」
（公社）熊本県薬剤師会　常務理事　橋本　広大
「災害時における薬剤師の主な救護活動について」
　（公社）熊本県薬剤師会 職能委員会 委員 下原　修治

※要事前申込み
参加費：3,000円（県薬会員は無料）

43-2025-0006-101

熊本県薬剤師会館
及びWeb視聴

県薬：事務局(沼田）
096-370-5800

集
（1単位）

R7.6.3（火）
19:30～21:10

第112回　薬剤師の
ためのスキルアップ
講座

「AMRとPK/PDを考慮した抗菌点眼薬の使い分け」
 「眼内レンズの最新情報」
上天草市立上天草総合病院　院長代理兼眼科部長　竹下　哲二

※要事前申込み
参加費：2,000円（市薬会員は無料）

43-2025-0007-101

Web視聴 （一社）熊本市薬剤師会
096-362-7630

集
（1単位）

※集：日本薬剤研修センターの研修単位（現地・Web問わず）　

JPALSクリニカルラダーのレベルアップ・維持には、実践記録を日薬へ提出する必要があります。
実践記録は、学習をしている証になります。自分のノート代わりに学習したことを書いてください。
日薬に提出した後も修正・削除ができますので、200文字以上になったらまず提出しておきましょう！
◎レベル５の方は、認定期間３年間に18本以上の提出で維持ができ、17本以下でレベル４に降格してしまいます。
◎レベル１～４の方は、１年間に６本以上の提出でレベルアップのWebテストが受験できます。

薬剤師生涯学習研修会のお知らせ


